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知 -=f[Jの舒

大阪外国語大学にわが国最初のスワヒリ語講座が設置されたのは1981年度のことで、

初はアラビア語学科内の副専攻として発足した。ついで1986年度からは、学生定員20名の

独自の入試選抜とカリキュラム編成を開始し、 1987年度には学科名称がアラビア・アフリ

カ語学科と改称された。そして1990年度からは、スワヒリ語専攻の大学院修士課程を開設

する運びとなった。あわせて外国人客員教授の招聘も決まっている。

講座設置以来10年を経ずして、学部・大学院直結の研究・教育機関としてここまで体制

を整備できたことにわれわれは深い感慨を覚えずにはいられない。，それと同時にここに至

るまで学内外の方々から賜わったご理解、特にアラビア語学科の諸先生方の温かいご支援

に対して心から感謝申し上げる次第である。

アラビア・アフリカ語学科スワヒリ語専攻がスワヒリ語の研究と教育を基底に、アフリ

カ地域の総合的な理解を目的として、とりわけて国立大学に設置されている現状を思うと

き、われわれは自らに課せられた責任の大いなることを痛感する。

大阪外大『スワヒリ＆アフリカ研究』 (Journal of Swahili and African Studies)と

題してここに小冊子を刊行することにしたのは、微力ながらも学科創設の目的の実現に向

かって一歩でも近づくためである。アラビア・アフリカ語学科スワヒリ語専攻が広くわが

国のアフリカ研究者全員の財産であることを思えば、この小冊子についても、学内外のア

フリカ研究者のご理解とご支援を心からお願いするものである。
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